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第1580回 平成28年2月2日（火）

1）2月の□－タリーレート先月同様

1ドル=120円です
{臺良従壽睾三三乏彰

先回の例会

第1579回 平成28年1月26日（火）晴

蕊節洲雪臺ｧ』”
|舎人職業奉仕委員長挨拶’

薄一言でﾃ、 皆様こんばんは
本日は城山八幡宮をお借りしまし

て節分例会を開催致しております。

節分の祈祷を吉田宮司ありがとう

ございました。また追難式､豆まき

と無事終わりまして､きっと皆様に
福が訪れますよう､そして今年も良

節分祈祷・追難式

い年になりますようお互い頑張っていきたいと思いま

す。この後どうぞ、ごゆっくりお過ごし下さい。
本日はありがとうございました。

|名古屋名城RAC渡邉会長挨拶’

名古屋名城RAC今年度会長を

務めております渡邉博人と申し

ます｡節分例会にお招き頂くのは

今回で2回目になりますので、

大変楽しみにしておりました。

遅ればせながら明けましてお

めでとうございます｡皆様はどの

ようなお正月をお過ごしになら

れましたでしょうか？

私ごとですが､昨年結婚致しまして､家族親族が増え、

いつも以上に忙しいお正月を過ごしました。

次年度はRAC地区代表という役職を与えられており

ます。愛知県には9つのRACがございます。その全

RACをまとめて運営していく立場になります。

次年度も、皆様方のご協力をお借り致しまして良い年に
していきたいと思います。RACとしては、特に奉仕事

業に力を入れていきたいと思います。 「継続は力なり」

という言葉がございますが､継続というのは大変な事で

はありますがとても大事なことだと思っておりますの

で、次年度、次ﾉﾏ年度に繋がるような活動をしていきた

いと思います。

本日はお招き頂きまして誠にありがとうございました。

◆奉仕の理想

◆ビジター紹介

◆ゲスト紹介

名古屋名城ﾛｰﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ会長渡邊博人様

米山奨学生 グエンチャンさん

★ビジター数（昼間） 69名

◆出席報告

会員39(30)名 出席20名

出席率 66．67％

前々回1／12（修正出席率）93．94％

◆米山奨学生グエンチャンさんへ1月奨学金授与

蓉屋テーマ 順一タリーーに感繍側 樫尾一冒一 奉細駐穗生騒を砿翻しで鍔,りま守。



樫尾会長挨拶’ 支は十二支の事でやはり表にある、 「子。丑。寅・卯・

辰・巳・午。未・申。酉・戌・亥」がそれです。ですか

ら＋干十二支（じっかんじゅうにし）という言い方が正

確です。

では干支をなぜ、 「えと」と読むのかというと、まず

この世界は、木、火、土、金、水（もつかどこんすい）

の五元素でできていると考え、尚且つそれを陰暘に振り

分けます。陽は兄で「え」、陰は弟で「と」。陰暘で「え

と」です。

所謂、陰暘五行説です。五元素に陰陽を振れば十種に分

かれます｡ここから､＋干十二支を略して｢干支(えと)」

と呼ぶようになりました。

今年は丙申（ひのえさる）ですが、甲乙丙の丙はどう

読んでも「ひのえ」とは読めません。

飲み込みが早い方は先ほどの陰陽五行説とこの表をみ

てもうお察しだと思いますが、甲は木の暘（兄）で「き

のえ」。乙は木の陰(弟）で「きのと」。丙は火の暘(兄）

で「ひのえ」 。 。 。 。、と続きます。＋干で10種あり

ます。この10種と、十二支の12種を組み合わせて行

きます。S59は甲と子で甲子（きのえね)｡S60は乙

と丑で乙丑（きのとうし） ・ ・ ・ ・・ 10と12の最小

公倍数は60で、60通りできます。61年目にもとの

組み合わせに戻ります。これが還暦です。

ですから干支を六十干支とも言います。

つまりこの十干十二支は暦法の数学記号なのです。もと

もと甲・乙や子・丑などそれぞれの文字には特に意味は

ありません。今日、動物に当てはめたり色々言うのは歴

史が生んだ後付けです。年だけでなく、月や日にもこれ

を当てはめましたから、日本書紀などの記述もこれをも

とに年月日が確定できます。

10進法と12進法を組み合わせ、60進法まで発展さ

せたのも天才的です。60進法はBCSOOOの古代バビ

ロニア（チグリスユーフラテス川文明）まで遡ります。

そして、甲子園、辛亥革命、戊辰戦争、壬申の乱等は、

この六十干支の事です。丙午（ひのえうま）の女性は男

を何とか・ ・ ・は、火の兄（ひのえ）からの連想です。

甲子園球場ができた甲子の年は、大正13年。前回は

昭和59年。次回は平成56年になり、我々は多分いま

せんが、先ずは今年を元気に過ごしましょう。

の行事でお忙しいとのことで､千種ロータリーの節分祈

祷、追徴式を本日行っていただきました。季節の変わり

目には邪気（鬼）が生じると考えられており、それを追

い払うため節分の日に豆を撒く習慣になったとのこと

です。また、年齢のかずだけ豆を食べると厄除けになる

と言われていますが、お年の方は食べ過ぎてお腹を壊さ

ないようにご注意いただきたいと思います。

さて､暦には太陰暦､太暘暦と言われるものがあります。

太陰暦は太陰（月）を基準にした暦で新月の日が月の初

め、満月は15日、満ちて欠けるまでをひと月としまし

た。月の満ち欠けの周期は約29．5日で、29日の小

の月とSO日の大の月を6回ずつもうけて調整していま

す。しかし、 1年が354日で地球の公転周期365日

と約11日のずれがあり、季節は太陽の動きによります

ので、月の相はほぼ同じでも月日の季節が年ごとにずれ

てしまいます。これを補正するため閏月を3年に1回

もうけて13ヶ月とし調整したのが太陰太陽暦です。

中国では暦と季節のずれを調整するため二十四節気が
考案されました。太暘の高さが最も高くなる夏至、最も

低い冬至を基準にしてその間を舂分、秋分としました。

舂夏秋冬に6ずつの季節をあて二十四節気としました。

害では立舂、雨水、啓蟄、舂分、清明、穀雨等です。

この太陰太陽暦は古くメソポタミア文明時代から用い

られており、日本では飛鳥時代に中国から導入され、江

戸時代に日本独自の太陰太陽暦（天保暦）として改訂さ

れ長＜用いられてきました。これに対して明治5年12

月3日、西暦の1873年1月1日に明治6年1月1

日と改め正式に太暘暦の採用を決めました。太暘暦は月

の動きではなく，太陽の動きを基準としています。地球

は太暘のまわりを周回していますがその周期は365．

24日で1年を365日とすると4年で約一日のずれが

生じ閏日をもうけて調整しています。この太暘暦は紀元

前のエジプトで使われており､1582年に改良されたグ

レゴリオ暦が出来て世界中に普及したと言われていま

す。漁業、農業では太陽太陰暦を参考にしており，伝統

的な年中行事も旧暦で行われています｡今日は旧暦では

大寒にあたります。寒さ厳しき折，お体に気をつけてお
過ごしいただきたいと思います。
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鋳木SAA乾杯発声

◆渡邊会長エレクトの閉会挨拶

心すがすがしく新年を改めて迎えることができたと

思います。今回チャンさんに加わって頂いたことで、

節分行事が日本の文化を脱してグローバルイベント

になっていくのではないかと期待しています。

例年同様皆様とともに邪気を払って新しい気持ちで

活動をしていきたいと思います。

今年も宜しくお願い致します

◆講話 吉田玄君

干支（えと）

今年の干支は申ですが正確には丙申

（ひのえさる)です｡干支は｢かんし」

又は「えと」と読みます献干は＋干

の事で、お配りした表にある、 「甲・

乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸」

がそれです。
*二コボックスは次回掲載させて頂きます

次回例会：平成28年2月9日（火) 12:30 SF錦の間
三三言舌 （株)GDIコミュニケーションズ代表取締役JamesHedden氏


